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令和７年度指導員研修ᐇ᪉㔪

ྛ研修のᴫせ

１ 㝵ᒙู研修

新௵ⱝしくは᥇用ᚋ一定期間を⤒㐣した指導員など、それぞれの㝵ᒙの指導員を対

象として、職業能力開発の基礎、訓練業務の࢛ࣟࣇーアࣉࢵに必要な▱㆑及び能力を

⩦得します。

２ ୍⯡研修

多ᵝ化する職業能力開発業務を㐙⾜する上で生じる課題等のゎỴのヒントや必要と

なる▱㆑及び能力を⩦得します。

３ カ⦎ᢏἲ㛤Ⓨ研修

職業能力開発ニーズの多ᵝ化・㧗度化が㐍ᒎする୰、職業訓練を効果的かつ効率的

に実施するための訓練技法や教ᮦ開発に関する▱㆑及び能力を⩦得します。

４ ᢏ能࣭ᢏ⾡ᐇ㊶研修

指導員のᑓ㛛分㔝及びᑓ㛛分㔝をྵࡴ」合・ᶓ断的な㡿ᇦにࡅ࠾る▱㆑、技能及び

技術のྥ上をᅗるととࡶに、そのᑓ㛛分㔝を効果的にᒎ開する方法等を⩦得します。

５ 研修ู࣐ーࢸ

ᑓ㛛分㔝にಀる▱㆑、技能及び技術の᭦なる⩦得࠶るいはᑓ㛛㡿ᇦの拡を┠指

し、教ᮦ開発等の研修テーマを職業の指導教ᤵ等と༠㆟の࠺え設定し、⮬らが体

的に研修を実施します。

㸴 ᐇ㊶ὴ㐵研修

多ᵝ化・㧗度化する職業能力開発ニーズに対応するため、指導員を業、研究ᡤ、

Ꮫ等にὴ㐵し、業では、コスト意㆑・⤒Ⴀ的なࡶのの見方やその実践をᏛび、ま

た、研究ᡤ、Ꮫ等では、㧗度な技術や᭱ඛ➃のᑓ㛛▱㆑等を⩦得します。

７ オーダーメイド型研修

ྛ都道府県࠾よびྛ職業能力開発施設にࡅ࠾る研修受講機会の充実をᅗるࡇとを┠

的として、都道府県࠾よびྛ職業能力開発施設からの要ㄳに基づき、講ᖌをὴ㐵して

⌧ᆅ施設にて研修を実施します。

令和７年度研修コース設定の特徴

１ レディメイド型研修

都道府県や職業能力開発施設等へのヒアリングや民間教育訓練機関を対象としたア

ンケート調査、また、研修アンケート等から得られた研修ニーズやＰＴＵ教員が技術革

新や社会環境の変化からシーズを汲み取り提案する研修を設定しています。

特に、ＤＸ・ＧＸに対応した研修コースは、P45～47 にまとめていますので参考にし

てください。

２ オーダーメイド型研修

都道府県や職業能力開発施設の課題に応じて、テーマや研修内容、日程等を相談しな

がら設定します。

また、ご要望が多いコースや新規コース等は「カリキュラム事例集」として公開して

いますのでコース設定が容易にできます。令和７年度は、「生成ＡＩを活用した訓練業務

の効率化とポイント」など、新たなモデル研修カリキュラムを用意しています。

３ 指導員の能力の体系化

「指導員に必要となる技能・技術要素の明確化、体系化等に関する調査研究」（ＰＴＵ

基盤整備センター、平成２９年度）の成果を踏まえ、一般研修及び訓練技法開発研修は

「指導員の共通能力の体系」に、技能・技術実践研修は「指導員の技能・技術の体系」

に基づきそれぞれ研修コースを配置しました。

特に、ＡＩやＩｏＴなどＤＸ・ＧＸに対応する研修、基礎的ＩＴリテラシーの指導や

訓練コーディネートに必要な研修などの設定及び拡充に努めています。

「指導員に必要となる技能・技術要素の明確化、体系化等に関する調査研究」、「指導

員の共通能力の体系」及び「指導員の技能・技術の体系」について、詳しくは P28 の「指

導員の能力体系」をご覧ください。

４ 通信活用型研修

法令により総研修時間は１２時間以上となっていますが、「集合型の研修時間が取れ

ない」などのご意見を踏まえ、集合又はオンラインによる研修時間は総訓練時間の２

０％以上で実施する通信活用型研修を設定しています。「通信活用型対応コース」は研修

計画総覧の受講区分欄に、「通信活用」と明記していますので参考にしてください。

５ 総研修時間の弾力化

研修内容により４～５日間のコースを設定していますが、長期間の受講が難しい方の

ために、２～３日の２コースに分割し、連続又は断続的な受講を可能としたコースを設

定しています。
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